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『TNFDが移行計画に関するコンサルテーションを発表
～COP16において自然関連情報開示を取り巻く議論が加速／

日本における先進企業の取り組み事例を参考に～』



開示提言の中での移行計画の位置づけ

「自然関連の依存、インパ
クト、リスクと機会が、組
織のビジネスモデル、バリ
ューチェーン、戦略、財務
計画に与えた影響、および
実施中の移行計画や分析（
があれば）について説明す

る。」

TNFDの開示提言
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⾃然移行計画には何を含めるべきか（TNFDの草案）

Discussion paper on nature transition plans – TNFD
から仮訳

自然移行計画のアプローチ
本ガイダンス草案は、組織が、
可能であれば、組織のビジネス
モデルとバリューチェーン全体
にわたる自然関連の依存、イン
パクト、リスクと機会、並びに
これらの課題の物理的な場所を
特定するために、LEAP評価ま
たは類似のプロセスを既に実施
していることを出発点としてい
る。

https://tnfd.global/publication/discussion-paper-on-nature-transition-plans/


移行計画の対象範囲と精度は、時間の経過とともに拡大すれば

Discussion paper on nature transition plans – TNFD
から仮訳

開示の範囲に関する一般
要件2と整合し、自然移行
計画は、関連するすべて
の場所、すべての依存、
インパクト、リスク、機
会を直ちに網羅する必要
はない。
組織は、最初の優先事項
から移行計画を開始し、
時間の経過とともに対象
範囲と精度を拡大するこ
とができる。

https://tnfd.global/publication/discussion-paper-on-nature-transition-plans/

